
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

2006
平成18年�

第914号� 1.15

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/�
　携帯電話版 http://www.city.inagi.tokyo.jp/i/�
　（左のバーコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください）� 発行　東京都稲城市　〒206-8601　東京都稲城市東長沼2111　編集 秘書広報課広報広聴係�

市役所の代表電話は�

042-378-2111�
FAX042-377-4781

▼
�

緑につつまれ友愛に満ちた�
市民のまち稲城�

市の木�
「イチョウ」�

�

災
害
に
備
え
よ
う
！�

災
害
に
備
え
よ
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災
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！
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え
よ
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災
害
に
備
え
よ
う
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い
う
時
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
時
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た
め
に�

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に�

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に�

　

昨
年
も
日
本
各
地
で
震
度
５
を
超
え
る
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
は
い

つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
の
発
生
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と

り
が
慌
て
ず
に
冷
静
な
行
動
を
と
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
災
害
に
備
え
て
、
各
家
庭
で
「
我
が
家
の
防
災
計
画
」
を
作
成
し
、
家
族
な
ど
と

の
連
絡
方
法
や
近
く
の
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の
確
認
、
備
蓄
品
の
準
備
や
徒
歩
に
よ

る
帰
路
の
確
認
な
ど
を
、
日
頃
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る

　

危
険
な
場
所
で
は
速
や
か
に
避
難
す
る
。

⑧
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限
に

　

自
動
車
の
使
用
は
厳
禁
で
す
。
道
路
は
緊
急

車
両
な
ど
を
優
先
す
る
。
ま
た
、
非
常
持
ち
出

し
品
と
し
て
非
常
食
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
常
備
薬
、
懐
中
電

灯
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
貴
重
品

な
ど
を
、
持
ち
出
し
や
す
い

場
所
に
用
意
し
て
お
く
。

⑨
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

　

け
が
人
や
病
人
の
救
護
は
速
や
か
に
す
る
。

⑩
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
う
わ
さ
に
惑
わ
さ

れ
な
い

　

携
帯
ラ
ジ
オ
を
身
近
に
備
え
、
正
確
な
情
報

を
入
手
し
、
冷
静
な
行
動
を
と
る
。

①
ま
ず
、
自
分
の
身
を
守
る

　

テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
隠

れ
、身
の
安
全
を
確
保
す
る
。

②
す
ば
や
く
、
火
の
始
末

　

落
ち
つ
い
て
火
元
を
消
し
、
火
災
を
防
ぐ
。

③
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

　

建
物
が
ゆ
が
み
、
ド
ア
が

開
か
な
く
な
る
と
危
険
で
す
。

④
火
が
出
た
ら
ま
ず
始
末

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
火

災
の
拡
大
や
延
焼
を
防
止
す
る
。

⑤
外
へ
逃
げ
る
時
は
慌
て
ず
に

　

外
へ
逃
げ
る
時
は
落
下
物
な
ど
に
注
意
す
る
。

⑥
狭
い
路
地
、塀
ぎ
わ
、川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
の
倒
壊
な
ど
に
注
意
す

る
。 ��
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����
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ム
を
貼
る
。

○
避
難
通
路
や
出
入
口
付
近
に

倒
れ
や
す
い
家
具
を
置
か
な
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

　

災
害
か
ら
家
族
を
守
る
た
め

に
は
、
建
物
を
適
切
に
維
持
管

理
し
、
外
壁
の
落
下
や
建
物
の

倒
壊
な
ど
の
危
険
度
を
診
断
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

非常袋�

　広報いなぎ１７年１１月１５日号でお知らせした、

市有建築物のアスベスト調査（中間報告）後、１２

施設の吹き付け材について、アスベスト含有調

査を実施しました。その結果、調査したすべて

の施設で、アスベストは含まれていませんでし

た。安心してご利用ください。

▽問い合わせ　緑と建設課建築営繕係

　

市
は
、
平
成
３
年
３
月
７
日

に
平
和
都
市
宣
言
を
し
、
平
和

の
大
切
さ
と
尊
さ
を
確
か
め
る

機
会
と
し
て
、
毎
年
、
稲
城
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
「
も
の
の
け
姫
」

の
主
題
歌
を
歌
い
一
躍
脚
光
を

浴
び
た
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
の

米
良
美
一
が
出
演
し
ま
す
。
透

き
通
っ
た
美
し
い
歌
声
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

３
月　

日（
土
）

１１

▽
時
間　

２
時
〜

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
費
用　

１
千
円（
全
席
自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
１
月　
１７

日（
火
）１
時
か
ら
各
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

▽
企
画
・
運
営　

稲
城
平
和
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

▽
問
い
合
わ
せ　

中
央
文
化
セ

ン
タ
ー　

�　

・
２
１
２
１
番

３７７

あ
る
と
便
利
な

非
常
持
ち
出
し
品

　

阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
役
立
ち
ま

し
た
。

○
公
衆
電
話
で
使
う　

円
玉

１０

○
移
動
の
た
め
の
自
転
車

○
風
呂
代
わ
り
と
し
て
の
ウ
エ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

○
救
出
・
脱
出
用
の
バ
ー
ル

○
居
場
所
を
伝
え
る
笛

○
書
き
置
き
用
の
筆
記
用
具

家
具
類
な
ど
の
転
倒
・

落
下
防
止
対
策

　

過
去
の
地
震
で
は
、
家
具
類

な
ど
の
転
倒
・
落
下
に
よ
る
負

傷
者
が
、
負
傷
者
全
体
の
約
半

分
を
占
め
て
い
ま
す
。
身
を
守

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

○
壁
や
天
井
に
家
具
を
固
定
す

る
。

○
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

　

市
に
は
現
在
、　

の
自
主
防

３９

災
組
織
が
結
成
・
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
の
時
は
、
通
信

や
道
路
交
通
網
・
電
気
・
ガ
ス

・
水
道
な
ど
に
混
乱
が
生
じ
、

防
災
機
関
だ
け
で
は
十
分
に
対

処
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
頼
り

に
な
る
の
が
自
治
会
や
管
理
組

合
な
ど
で
自
主
的
に
結
成
す
る

地
域
の
防
災
組
織
（
自
主
防
災

組
織
）
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
行
う
防
災
活
動
の
拠
点

と
な
り
ま
す
。
防
災
訓
練
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
お
互

い
に
協
力
し
、
助
け
合
う
精
神

を
育
て
ま
し
ょ
う
。
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震
度
５
を
超
え
る
地
震
が
起

き
た
時
、
自
動
的
に
ガ
ス
の
供

給
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
マ
イ
コ
ン

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
場

合
の
復
帰
方
法
は
、
次
の
と
お

り
で
す（
下
図
参
照
）。

※
ガ
ス
臭
い
時
は
、
操
作
は
行

わ
ず
、
ガ
ス
会
社
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
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働
く
保
護
者
へ
の
子
育
て

支
援
を
目
的
に
、
病
気
の
回

復
期
に
あ
っ
て
、
安
静
確
保

な
ど
の
理
由
か
ら
集
団
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
乳

幼
児
に
必
要
な
保
育
を
行
う

病
後
児
保
育
を
始
め
ま
し
た
。

※
登
録
な
ど
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
認

可
保
育
所
、
東
京
都
認
証
保

育
所
、
家
庭
福
祉
員
（
保
育

マ
マ
）
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
乳
幼
児

▽
所
在
地　

稲
城
駅
北
口
Ｐ
Ｉ

Ａ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
　

２
階
（
東

２１

長
沼
３
１
０
７
の
１
）

▽
開
所
日　

日
曜
日
、祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
毎
日

▽
時
間　

８
時
〜
午
後
６
時

▽
定
員　

２
人

▽
費
用　

２
千
円（
日
額
）

※
食
費
な
ど
は
実
費

▽
問
い
合
わ
せ　

病
後
児
保
育

室
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
�　

・
８
７

３７０

３
１
番
、
市
役
所
子
育
て
支
援

課
保
育
係

ガスメーターの復帰方法
東京ガスの場合（一例） ＬＰガスの場合（一例）

ガス会社によってメーターの種類が違いますので、ご確認ください。

赤ランプが点滅してい�
ます。�
メーターの左上の黒い�
復帰ボタンのキャップ�
を外す。�

復帰ボタンを奥まで�
しっかり押し込んで、�
すぐ手を離す。キャッ�
プを元に戻す。�

３分�
約３分間待つ（この�
間にメーターが自動�
的に安全を確認）。�
赤ランプの点滅が消�
えると復帰完了です。

1 2

3 4

器具栓、ガス栓をす器具栓、ガス栓をす�
べて閉める（べて閉める（屋外の屋外の�
器具も忘れずに器具も忘れずに）。）。�
メーターの元栓は閉メーターの元栓は閉�
めない。めない。�

器具栓、ガス栓をす�
べて閉める（屋外の�
器具も忘れずに）。�
メーターの元栓は閉�
めない。�

1

器具栓、ガス栓をすべ�
て閉める（屋外の器具�
も忘れずに）。�

4

Ｃゴム管外れ　Ｂ微少漏れ�
ＡＣ消し忘れ　ＡＢ圧力異常�
ＢＣ警報機他�

赤ランプの点滅が止�
まり、液晶の文字が�
消えると復帰完了で�
す。�

※「赤ランプ」は、液晶のものもあります。�

2

左側のスイッチを押す。�
赤いランプが点灯しま�
す。�

3

Ｂ�Ｃ�

Ｃゴム管外れ　Ｂ微少漏れ�
ＡＣ消し忘れ　ＡＢ圧力異常�
ＢＣ警報機他�

「ガス止」が消え、液�
晶の文字と赤ランプ�
が点滅します。�
１分間待つ。�

は
じ
め
ま
し
た

は
じ
め
ま
し
た

病病
後後
児児
保保
育育
室室

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
���
�

第　

回
稲稲
城
平
城
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

和
コ
ン
サ
ー
ト

１４
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��
��
��
��
����

��
��

3�11�（土）�/



１８・１・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（２）

①
障
害
者
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を「
一
元
化
」

　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
、
障
害
児
な
ど
障
害
の

種
別
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
障

害
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し

た
共
通
の
制
度
で
共
通
の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

②
障
害
者
が
も
っ
と

「
働
け
る
社
会
」
に

　

就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
に

対
し
、
一
定
の
期
間
、
生
産
活

動
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
就
労
に
必
要
な

知
識
及
び
能
力
を
向
上
す
る
た

め
の
訓
練
な
ど
を
行
う
事
業
が

創
設
さ
れ
る
な
ど
、
障
害
者
が

企
業
な
ど
で
も
っ
と
働
け
る
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
地
域
の
限
ら
れ
た
社
会

　

資
源
を
活
用
で
き
る
よ
う

「
規
制
緩
和
」

　

障
害
者（
児
）が
身
近
な
と
こ

ろ
で
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
参
入
や

空
き
店
舗
な
ど
の
有
効
活
用
が

で
き
る
よ
う
規
制
緩
和
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

④
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

た
め
の

「
手
続
き
や
基
準
の

透
明
化
、明
確
化
」

　

支
援
の
必
要
度
合
い
に
応
じ

自
治
体
と
し
て
は
全
国
初
の

導
入
と
な
る
自
動
電
話
催
告

シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
現
年
の
市
税
収
納
率
が

　

・
２
％
と
な
り
、
多
摩　

９９

２６

市
の
中
で
１
位
と
な
る
。

４　

稲
城
駅
北
口
ビ
ル
に
定

員　

人
の
認
証
保
育
所
が
オ

２７
ー
プ
ン
。　

年
１
月
か
ら
病

１８

後
児
保
育
も
ス
タ
ー
ト
。

５　

北
緑
地
公
園
の
ス
ー
パ

ー
堤
防
事
業
が
完
成
し
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し

め
る
� 
多  
摩  
梨 
パ
ー
ク
�
が

た 

ま 

り

オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
若
者

の
利
用
が
始
ま
る
。

６　

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
貸
し

出
し
や
防
犯
グ
ッ
ズ
の
支
給

も
行
い
、
市
民
に
よ
る
自
主

的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
始

ま
る
。

７　

若
葉
台
駅
前
に
業
務
系

の
ビ
ル
が
２
棟
完
成
し
、
普

通
郵
便
局
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

オ
ー
プ
ン
す
る
。

８　

第　

回
東
京
都
消
防
操

３５

法
大
会
消
防
ポ
ン
プ
車
部
門

に
お
い
て
、
南
多
摩
を
代
表

し
て
出
場
し
た
稲
城
市
消
防

団
第
一
分
団（
矢
野
口
）が
見

事
初
優
勝
を
果
た
す
。

９　

元
旦
の
天
皇
杯
で
優
勝

し
、
ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
で
も

優
勝
し
て
日
本
一
と
な
っ
た

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９

が
Ｊ
１
か
ら
Ｊ
２
に
転
落
す

る
。

　
　

耐
震
強
度
偽
装
マ
ン
シ

１０ョ
ン
が
市
内
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、　

月　

日
に
退
去

１２

１６

命
令
が
出
さ
れ
住
民
支
援
の

対
応
に
追
わ
れ
る
。

　

今
、　

年
度
の
予
算
編
成

１８

の
真
っ
最
中
で
す
。
頑
張
り

ま
す
！

　

昨
年
６
月
か
ら
全
国
市
長

会
の
社
会
文
教
委
員
長
を
務

め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
三
位
一
体
改
革
に
今
ま

で
以
上
に
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
地
方
分
権
社
会
に
向

け
た
決
着
の
内
容
は
、
満
足

の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
小

泉
総
理
だ
か
ら
こ
そ
成
し
得

た
こ
と
と
言
え
ま
す
。
我
が

国
の
政
治
制
度
の
中
で
、
省

益
の
壁
の
厚
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
環
境
省
の
中
央

環
境
審
議
会
廃
棄
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
部
会
で
、
審
議
委
員

と
し
て
答
申
に
向
け
激
し
い

議
論
を
闘
わ
せ
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
も
同
じ
こ
と
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
２
０
０

５
年
稲
城　

大
ニ
ュ
ー
ス
を

１０

発
表
し
ま
す
。

１　
　

南
武
線
立
体
交
差
事

JR

業
１
期
工
事
が
完
成
し
、
８

つ
の
踏
切
が
無
く
な
り　

年
７８

ぶ
り
に
南
北
分
断
が
解
消
す

る
。

２　

３
月
に
地
域
振
興
プ
ラ

ザ
が
完
成
。
４
月
か
ら
商
工

会
館
も
オ
ー
プ
ン
し
、
新
し

い
市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
。

３　

平
成　

年
度
の
決
算
で
、

１６

２
０
０
５
年

稲
城　

大
ニ
ュ
ー
ス

１０

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１５９�１５９�

表１　障害者の福祉サービスの種類
内　容サービスの名称給付の種類

障害者等に居宅において入浴・排せつ・食事の介護などを提供するもの居宅介護（ホーム
ヘルプ）

介護給付
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

自
立
支
援
給
付

重度の肢体不自由者で常時介護を要する障害者に居宅において入浴・排せつ・食事の
介護などや外出時における移動中の介護を総合的に提供するもの重度訪問介護

知的障害や精神障害により行動上著しい困難を有する障害者などで常時介護を要す
る方に、行動する際に生じ得る危険を回避するために必要な援護、外出時における
移動中の介護などを提供するもの

行動援護

医療を要する障害者で常時介護を要する方に、病院の施設で機能訓練、療養上の管
理、看護、医学的管理の下に介護や日常生活上の世話を提供するもの（主に昼間）療養介護

常時介護を要する障害者に、障害者支援施設等の施設で入浴・排せつ・食事の介護、
創作的活動、生産活動の機会の提供などを行うもの（主に昼間）生活介護

障害児に肢体不自由児施設等の施設で日常生活における基本的な動作の指導、集団
生活への適応訓練などを提供するもの児童デイサービス

居宅で介護する方の疾病などにより、障害者支援施設等の施設への短期間の入所を必要と
する障害者などに、短期間の入所により、入浴・排せつ・食事の介護などを提供するもの

短期入所（ショー
トステイ）

常時介護を要する障害者等で介護の必要の程度が著しく高い方に、居宅介護等の障
害福祉サービスを包括的に提供するもの

重度障害者等包括
支援

障害者に、共同生活を営むための住居で入浴・排せつ・食事の介護などを提供する
もの（主に夜間）

共同生活介護（ケ
アホーム）

施設に入所している障害者に、入浴・排せつ・食事の介護などを提供するもの（主に
夜間）施設入所支援

障害者に自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、一定の期間、身体
機能、生活能力の向上のために必要な訓練などを行うもの自立訓練

訓練等給付

就労を希望する障害者に、一定の期間、生産活動などの活動の機会の提供を通じて、
就労に必要な知識や能力の向上のために必要な訓練などを行うもの就労移行支援

就労の機会を提供するとともに、生産活動などの活動の機会の提供を通じて、知識
や能力の向上のために必要な訓練などを提供するもの就労継続支援

地域において共同生活を営むのに支障のない障害者に、住居における相談などの日
常生活上の援助を行うもの（主に夜間）

共同生活援助（グ
ループホーム）
サービス利用計画費、高額障害福祉サービス費、特定障害者特別給付費の給付、自立支援医療費、療
養介護医療費、補装具費の支給

その他の自立支
援給付

相談支援、コミュニケーションの支援、日常生活用具の給付、移動支援、地域活動支援センターなど地域生活支援事業

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４
月（
一
部
は　

月
）か
ら
施

１０

行
さ
れ
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
公
費
負
担
医
療

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
害
介
護
課
障
害
者
福
祉
係

���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
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①
市
や
障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
、
精
神
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場

合
は
市
に
申
請
し
ま
す
。

②
申
請
者
の
方
の
現
在
の
生
活

や
障
害
の
状
況
に
つ
い
て
の
調

査
の
結
果
に
よ
り
、
審
査
・
判

定
を
行
い
、
障
害
程
度
区
分
を

決
定
し
ま
す
。

③
障
害
程
度
区
分
や
介
護
す
る

方
の
状
況
、
申
請
者
の
要
望
な

ど
を
も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
量
な
ど
を
決
定
し
、
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

④
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
量

て
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
障
害
者
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
総
合
的
に

判
定
す
る
た
め
審
査
会
に
よ
る

判
定
を
行
う
な
ど
、
利
用
す
る

手
続
き
や
基
準
の
透
明
化
、
明

確
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

⑤
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を

皆
で
負
担
し
支
え
合
う
仕
組

み
の
強
化

　

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
や

所
得
に
応
じ
た「
公
平
な
負
担
」

と
国
や
都
の
財
政
責
任
の
明
確

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
所
施
設
な
ど
の
利

用
者
に
は
、
食
費
な
ど
の
負
担

が
生
じ
ま
す
が
、
低
所
得
の
施

設
入
所
者
に
は
特
定
障
害
者
特

別
給
付
費（
補
足
給
付
）が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
保
護
へ
の
移

行
を
防
止
す
る
た
め
に
、
負
担

上
限
額
を
引
き
下
げ
る
措
置
も

講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
は
、表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

利
用
料
の
１
割
負
担
が
原
則

で
す
が
、
所
得
に
応
じ
た
月
額

負
担
上
限
額（
表
２
）の
設
定
や
、

世
帯
で
の
所
得
段
階
別
負
担
上

限
額
に
応
じ
た
高
額
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
の
ほ
か
、

　

歳
以
上
の
施
設
入
所
者
や
グ

２０ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
に
は

個
別
減
免
の
措
置
が
、
通
所
施

設
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、

　

歳
未
満
の
入
所
施
設
利
用
者

２０な
ど
に
は
社
会
福
祉
法
人
減
免

の
措
置
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

　

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公

費
負
担
、
更
生
医
療
、
育
成
医

や
申
請
者
の
要
望
な
ど
を
も
と

に
相
談
支
援
事
業
者
と
相
談
し

な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
利
用
計
画
書
を
作
成
し
た
う

え
で
、
利
用
し
ま
す
。

※
現
在
、
支
援
費
制
度
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

に
は
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

初
め
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

方
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

療
が
自
立
支
援
医
療
と
し
て
統

合
さ
れ
、
支
給
認
定
や
利
用
者

負
担
の
し
く
み
を
共
通
化
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
負
担
は
、
医

療
費
と
所
得
に
着
目
し
た
負
担

と
な
り
ま
す
。
利
用
者
負
担
に

は
、
所
得
に
応
じ
た
月
額
負
担

上
限
額（
表
２
）が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
・
時
間　

①
１
月　
２３

日（
月
）・　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

②
１
月　

日（
火
）・
午
後
６

２４

時　

分
〜
８
時

３０
※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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表２　月額負担上限額（※月額負担上限額の内容は、変更になる場合があります）
障害福祉サービス自立支援医療対象区分

０円０円生活保護受給世帯生保世帯
１５,０００円２,５００円市民税非課税世帯で障害者本人または障害児の保護者の収入が８０万円以下低所得１
２４,６００円５,０００円市民税非課税世帯で障害者本人または障害児の保護者の収入が８０万円超低所得２
３７,２００円市民税課税世帯

市民税課
税世帯

５,０００円世帯の市民税所得割の合計額が２万円未満
重度かつ継続の場合 １０,０００円世帯の市民税所得割の合計額が２万円以上２０万円未満

２０,０００円世帯の市民税所得割の合計額が２０万円以上
１０,０００円世帯の市民税所得割の合計額が２万円未満

育成医療の経過措置
４０,２００円世帯の市民税所得割の合計額が２万円以上２０万円未満
対象外世帯の市民税所得割の合計額が２０万円以上

注１　自立支援医療の世帯は、同じ医療保険に加入している家族を単位とします。
注２　「重度かつ継続」の範囲は次のとおりです。
○精神通院医療　統合失調症、そううつ病・うつ病、てんかん、認知症などの脳機能障害、薬物関連障害（依存症など）、
３年以上の精神医療の経験を有する医師によって集中的・継続的な通院医療を要すると判断された方

○育成医療・更生医療　腎臓機能障害、小腸機能障害、免疫機能障害
○医療保険の高額療養費で多数該当の方



（３）　代表電話は３７８－２１１１番 １８・１・１５

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
女
性

行
動
計
画
「
男
女
平
等
推
進
い

な
ぎ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
様

ＰＦＩによる
中央図書館建設を
目指して○２８ 

▽問い合わせ
　　市立図書館　�３７７－２１２３番

　

今
回
は
図
書
館
で
サ
ー
ビ

ス
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ
の
仕

事
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
で
は
、
民
間

事
業
者
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

と
な
っ
て
市
職
員
と
協
働
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
精
神
を
踏

ま
え
つ
つ
、
柔
軟
な
発
想
や

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん

で
、
市
民
の
方
が
よ
り
満
足
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
本
の
選
択
と

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
配
架

　

図
書
館
の
質
を
左
右
す
る
重

要
な
仕
事
の
一
つ
に
、
毎
日
発

行
さ
れ
て
い
る
何
百
冊
も
の
本

の
中
か
ら
、
図
書
館
で
購
入
す

る
本
を
選
ぶ
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
、
中
央
図
書
館
に
事
業

者（
書
店
）が
、
新
刊
書
や
お
薦

め
の
本
を
持
ち
込
み
ま
す
。
図

書
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
発
売
日

当
日
に
本
を
手
に
と
っ
て
内
容

を
見
な
が
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
実
際

に
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

よ
り
き
め
細
か
く
確
か
な
本
を

選
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

購
入
し
た
本
に
は
、
Ｉ
Ｃ
タ

グ
ラ
ベ
ル
と
市
立
図
書
館
の
ラ

ベ
ル
を
一
冊
ず
つ
貼
り
、
本
全

体
に
フ
ィ
ル
ム
カ
バ
ー
を
か
け

ま
す
。
�
装
備
作
業
�
と
呼
ば

れ
る
こ
れ
ら
の
作
業
を
、
中
央

図
書
館
の
館
内
で
行
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
新
刊
書
で

も
発
売
当
日
に
書
架
に
並
べ
て
、

皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

 
資
料
を
適
切
に
管
理
す
る

　

図
書
館
で
は
、
い
つ
も
正
確

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
資
料
提
供
が

で
き
る
よ
う
に
、
年
１
回
棚
卸

し
を
し
て
、
資
料
の
所
在
を
確

認
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
ス
タ

ッ
フ
全
員
で
作
業
し
て
も
、
１

週
間
程
度
の
日
数
が
必
要
で
し

た
。
中
央
図
書
館
の
蔵
書
は
約

　

万
冊
に
な
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ

３６タ
グ
や
自
動
書
庫
の
導
入
で
、素

早
く
正
確
に
点
検
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
休
館
を
３
日
に

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
よ
り
良
い
状
態
で
資
料

を
提
供
す
る
た
め
に
、
傷
ん
だ

資
料
は
こ
ま
め
に
修
理
を
行
い
、

さ
ら
に
、
古
く
な
っ
て
利
用
さ

れ
る
度
合
い
が
少
な
く
な
っ
た

資
料
を
閉
架
書
庫
へ
移
し
、
皆

さ
ん
が
ご
覧
に
な
る
書
架
は
、

い
つ
も
新
鮮
で
あ
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
央
図
書
館
で

は
、
最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
効
率
化
・
能
率
化
を
図
り

な
が
ら
、
人
の
手
で
管
理
す
べ

き
と
こ
ろ
に
は
手
間
を
惜
し
ま

ず
、
最
高
の
状
態
で
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ
資
料
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

 
魅
力
的
な

コ
ー
ナ
ー
づ
く
り　

　

中
央
図
書
館
で
は
、
季
節
や

そ
の
時
々
の
話
題
に
合
っ
た
テ

ー
マ
に
よ
る「
特
集
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
資
料
の
展
示
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
司
書
と
し

て
の
知
識
や
視
点
、
図
書
館
で

の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
て
、

テ
ー
マ
や
紹
介
す
る
資
料
を
選

図
書
館
ス
タ
ッ
フ

の
仕
事

び
、
皆
さ
ん
の
知
的
好
奇
心

を
満
足
さ
せ
る
、
魅
力
的
な

コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
通

し
て
、
今
ま
で
興
味
の
な
か

っ
た
分
野
や
、
普
段
は
気
づ

か
ず
に
見
過
ご
し
て
し
ま
っ

て
い
る
資
料
と
の
、
思
い
が

け
な
い
出
会
い
が
き
っ
と
あ

る
は
ず
で
す
。

　

中
央
図
書
館
の
開
館
も
、

い
よ
い
よ
今
年
の
７
月
１
日

に
迫
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
広
報
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん

に
新
し
い
図
書
館
を
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
で
の
Ｐ
Ｒ
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
図

書
館
開
館
準
備
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
://w
w
w
.city
.in
ag
i.to

k
y
o.jp
/cen

tral_lib
rary

/in
d
ex
.h
tm
l

）
で
は
、
建

物
の
建
設
状
況
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
既
に
公
表
し
て
い
る
資
料

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

内
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ごみの量（１１月）�

　市内収集量は、家庭から集められたごみ
の全体量です。
　一人１日当たりは、人口と日数で除した
数値です。
　本年度の計画目標は、一人１日当たり４９１ｇ
としているため、計画に比べ５.９％多い状況
です。さらなる、減量を目指して、ごみの
分別にご協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

一人１日当たり市内収集量

４７５ｇ１,０９１ｔ燃 え る ご み

 ４５ｇ  １０３ｔ燃えないごみ

５２０ｇ１,１９４ｔ合　 　 　 計

����������

��������	
��������	

��������	��������	


々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
推
進
を
見
守

り
、
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

皆
さ
ん
か
ら
意
見
や
提
案
を
い

た
だ
く
た
め
に
、
女
性
行
動
計

画
推
進
協
議
会
（
市
民
ほ
か
学

識
経
験
者
な
ど　

人
で
構
成
）

１０

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で

市
民
委
員
と
し
て
活
動
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
期
間
・
回
数　

４
月
〜

　

年
３
月
の
間
で
年
５
回
程
度

２０（
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
間
２

時
間
程
度
）

▽
報
償　

市
の
基
準
に
よ
る

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
応
募
資
格　

男
女
共
同
参
画
、

男
女
平
等
に
関
心
の
あ
る　

歳
２０

以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

▽
応
募
方
法　

応
募
の
動
機
・

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
活

��
��
��
��
��
��
��
��
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動
に
関
す
る
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
「
体
験
編
」
と

し
て
既
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

活
動
し
て
い
る
団
体
が
、
設
立

準
備
か
ら
実
際
に
活
動
し
て
の

問
題
点
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日（
水
）

２５

▽
時
間　

２
時
〜
４
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設

立
手
順
に
つ
い
て　

②
活
動
体

験
発
表
（
ふ
れ
あ
い
広
場
ポ
ー

ポ
ー
の
木
、
支
え
合
う
会
み
の

り
、
ク
ラ
フ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｊ
Ｏ
Ｙ
、
い
な
ぎ
里
山
グ
リ
ー

ン
ワ
ー
ク
）

▽
費
用　

無
料（
資
料
実
費
）

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
１８

▽
期
日　

２
月
３
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
２
月
の
テ
ー
マ　

ス
ワ
ン
ベ

ー
カ
リ
ー
に
つ
い
て
（
ス
ワ
ン

ベ
ー
カ
リ
ー
事
業
は
障
害
者
の

雇
用
、
収
入
の
確
保
、
自
立
支

援
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
全
国

的
に
パ
ン
製
造
と
販
売
を
行
う

チ
ェ
ー
ン
店
を
展
開
し
て
い
ま

す
）

▽
話
し
手　

大
森
八
恵
子
氏（
国

立
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
職
員
・

元
ス
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）

▽
費
用　

無
料

◆
共
通
事
項

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
協
働
推
進
課
）、http

://w
w
w
.

i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/
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初
心
者
で
も
安
心
！
お
い
し

い
み
そ
を
手
軽
に
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
期
日　

１
月　

日（
火
）

３１

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方
で
、

初
め
て
こ
の
講
座
を
受
講
す
る

方▽
会
場　

消
費
者
ル
ー
ム　

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１５

▽
費
用　
　

円（
材
料
代
）

４００

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

 
巾 
・
手
ふ
き
タ
オ
ル
・
筆
記
用

き
ん具

・
み
そ
持
ち
帰
り
容
器

▽
指
導　

稲
城
市
消
費
者
ル
ー

ム
運
営
協
議
会
委
員

▽
申
し
込
み
方
法　

１
月　

日
１６

（
月
）か
ら
電
話
で
消
費
者
ル
ー

ム（
�　

・
７
５
１
０
番
）に
申

３７０

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

　

１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償

却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
用
の
資
産
で
、
所
得
税
の

申
告
で
減
価
償
却
費
と
し
て
損

金
や
必
要
経
費
に
算
入
し
て
い

る
も
の
）
を
所
有
し
て
い
る
方

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
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は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
前
年
と
内
容
が
変
わ

ら
な
い
方
、
商
号
変
更
や
廃
業

し
た
方
な
ど
も
そ
の
旨
を
記
載

し
て
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
期
限　

１
月　

日
３１

▽
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産

税
係

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

生
産
緑
地
地
区

生
産
緑
地
地
区

（
保
全
す
る
農
地
）の

（
保
全
す
る
農
地
）の
変
更
変
更

▽
告
示
日　
　

年
１
月
１
日

18

▽
内
容　

多
摩
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
の
変
更

▽
問
い
合
わ
せ　

都
市
建
設
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

南
多
摩
斎
場
か
ら
の
お
願
い

南
多
摩
斎
場
か
ら
の
お
願
い

ダイオキシン類測定値

指針値１１号炉６号炉

５０.７７３.７排ガス
（ng-TEQ/N）

なし６.７６.７集じん灰
（ng-TEQ/g）

なし００.００４５残骨灰
（ng-TEQ/g）
指針値＝「火葬場から排出されるダイ
オキシン類削減対策指針」（厚生省平
成１２年３月）

　

多
摩
川
衛
生
組
合
で
は
清
掃

事
業
の
内
容
を
集
約
し
た
環
境

報
告
書
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
4.ocn

.

n
e.jp
/̃tam

ag
aw
a/

）
に
掲

載
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

多
摩
川
衛
生

組
合　

�　

・
３
６
０
１
番

３７７

　

火
葬
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、 
棺 
の

ひ
つ
ぎ

中
に
副
葬
品（
個
人
の
愛
用
品
）

を
入
れ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

抱
負
を　

字
程
度
に
ま
と
め
、

４００

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
様
式
は
自
由
で
す
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日
２０

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
女
性
青
少
年
係　

〒　
２０６

・　

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
２

０８０２
の
１
、
�　

・
６
９
７
１
番　

３７８

Ｅ
メ
ー
ルk

y
ou
d
ou
su
i@
city
.

in
ag
i.lg
.jp

納期限　１月３１日

国民健康保険税

（第６期）
安心！納税！口座振替!!

▽問い合わせ 税務課収納係

神
経
系
難
病
講
演
会

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

▽
期
日　

２
月
１
日（
水
）

▽
時
間　

２
時
〜
４
時　

分
３０

▽
講
師　

田
中
厚
子
氏
（
管
理

栄
養
士
）　

▽
対
象　

難
病
ケ
ア
関
係
者
、

介
護
家
族

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
申
し
込
み
方
法　

１
月　

日
２５

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
会
場
・
問
い
合

わ
せ　

東
京
都
南
多
摩
保
健
所

�　

・
７
６
６
１
番

３７１
願
い
し
ま
す
。

※
昨
年
６
月　

日
に
ダ
イ
オ
キ

１５

シ
ン
類
の
測
定
を
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

南
多
摩
斎
場

�　

・　

・
7
6
4
1

042

797

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
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１８・１・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（４）

小学校説明会

電　話時　間期　日学校名 (所在地 )

３７７－１６６１２時～  　２月１３日（月）稲城第一小学校（東長沼）

３３１－５７０９２時～  　２月２０日（月）稲城第二小学校（坂浜）

３７７－９０７７２時～  　２月１３日（月）稲城第三小学校（大丸）

３７７－４４４３２時～  　２月１０日（金）稲城第四小学校（押立）

３７８－３５２１２時～  　２月１４日（火）稲城第六小学校（大丸）

３７７－０３５１２時３０分～２月２４日（金）稲城第七小学校（矢野口）

３７８－６１０１２時３０分～２月１０日（金）向陽台小学校（向陽台）

３７９－０７００２時４５分～２月３日（金）城山小学校（向陽台）

３３１－３１１１２時～  　２月１０日（金）長峰小学校（長峰）

３３１－７９００２時３０分～２月１７日（金）若葉台小学校（若葉台）

３３１－４３９１２時１０分～２月１６日（木）平尾小学校（平尾）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

環
境
省
で
は
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
暖
房
時
の
オ
フ
ィ

ス
の
室
温
を　

℃
に
す
る
こ
と

２０

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
「
寒

い
時
は
着
る
」
「
過
度
に
暖
房

機
器
に
頼
ら
な
い
」
そ
の
よ
う

な
原
点
に
立
ち
返
り
、
暖
房
に

頼
り
過
ぎ
ず
、
働
き
や
す
く
暖

か
く
格
好
良
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ

イ
ル
、
そ
れ
が
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｍ　

Ｂ
Ｉ
Ｚ
）で
す
。

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

��

　

暖
房
設
定
温
度
を　

℃
か
ら

２１

　

グ
ラ
フ
１
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
の
決
算
状
況

で
す
。
歳
入
は
総
額　

億
７
千

５３

５
８
１
万
円
、
歳
出
は　

億
１

５２

千　

万
円
で
、
差
し
引
き
額
は

１１
１
億
６
千
５
７
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

加
入
者（
被
保
険
者
）は
、
昨

年
度
と
比
べ
、
３
７
５
人
増
加

し
ま
し
た（
下
表
参
照
）。ま
た
、

長
年
会
社
に
勤
務
し
た
方
の
う

グラフ１　国民健康保険事業特別会計の決算状況（１６年度）

※１４年度医療費は１１カ月分�

一般…老健・退職以外の方の医療費�
全体…各制度合算の平均の医療費�

老健…国保加入者老人保健の医療費�
退職…退職者医療制度に該当する方の医療費�

国民健康保険税�

０�

１０万�

２０万�

３０万�

４０万�

５０万�

６０万�

７０万�

８０万�

１２年度� １３年度� １４年度� １５年度� １６年度�

６７,５２３� ６７,９３２� ６９,７７１�

１２８,１８４� １２６,７４２�

６７５,７００�
６２６,６０２�

６５７,７９２�

６５０,７５２�
６６５,４５１�

１１８,４９０�
１３７,２６５� １４３,８２３�

２８０,７９７�
２５８,５２９� ２６２,０１８� ２７４,９２５�

２９０,２５３�

７０,６６７� ７０,８１８�

２３１,４０４�２３１,４０４� ２４９,３８９�２４９,３８９� ２４９,３８９�２５３,１１５�２４１,２９４�２４１,２９４� ２４５,１９４�２４５,１９４�

６７５,７００�
６２６,６０２�

６５７,７９２�

６５０,７５２�
６６５,４５１�

２８０,７９７�
２５８,５２９� ２６２,０１８� ２７４,９２５�

２９０,２５３�

１２８,１８４� １２６,７４２� １１８,４９０�
１３７,２６５� １４３,８２３�

６７,５２３� ６７,９３２� ６９,７７１� ７０,６６７� ７０,８１８�

グラフ2　加入者一人当たりの医療費と
　　　　　　　　保険税の推移（単位：円）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
万
一
の
病
気
・
け
が
な
ど
に
備
え
て
、
地
域
に
住
む
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

お
金（
税
）を
出
し
合
い
、
医
療
費
な
ど
に
充
て
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
ま
た
、
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
や
そ
の
扶
養
家
族
な
ど
で
な
い
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
は
、
市
の
税
金
な
ど
の
収
入
や
土
木
・
福
祉
な
ど
の
事
業
支

出（
一
般
会
計
）と
切
り
離
し
、
特
別
会
計
で
運
営
す
る
独
立
採
算
の
制
度
で
す
。
市
国
民
健
康
保

険
事
業
の　

年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１６

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

歳歳

入入

年度別加入者状況（年間平均）　　　　　   （単位：人）

介護老健退職一般全体

７,１３３３,６７５２,２３９１４,８９６２０,８１０１２年度

７,３４０３,９８６２,６００１５,１３１２１,７１７１３年度

７,６４２４,３１４２,８３１１５,７７９２２,９２４１４年度

７,８０５４,３３１３,２８２１６,１４５２３,７５８１５年度

７,８２５４,２１４３,８６１１６,０５８２４,１３３１６年度

※介護の人数は再掲

　

℃
に
下
げ
る
こ
と
で
、
エ
ネ

２０ル
ギ
ー
消
費
量
が
節
約
さ
れ
る

ほ
か
、
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で

き
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
年

間
の
暖
房
日
数
の
方
が
冷
房
日

数
よ
り
も
多
く
、
外
気
温
と
室

温
と
の
差
が
大
き
い
た
め
、
冬

季
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

①
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
基
本
ア
イ

テ
ム
「
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
」
＝
カ

ー
デ
ィ
ガ
ン
を
着
る
と
、
体
感

温
度
が
２
℃
上
が
り
ま
す
。

②
デ
ス
ク
で
で
き
る
血
行
促
進

ち
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
方

な
ど
が
対
象
と
な
る
退
職
者
医

療
制
度
に
新
た
に
該
当
と
な
っ

た
方
は
、
５
７
９
人
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
加
入

者
が
納
め
る
保
険
税
が　

億
９

１７

０
５
万
円
、
国
か
ら
の
支
出
金

が　

億
８
千
４
９
９
万
円
、
退

１５
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者
の
医

療
費
に
充
て
る
交
付
金
が
９
億

７
千
６
８
８
万
円
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
毎

月
支
払
う
医
療
費
を
賄
え
ま
せ

ん
。
必
要
な
費
用
を
確
保
す
る

た
め
、
都
の
支
出
金
や
、
一
般

会
計
か
ら
の
７
億
８
千
２
５
７

万
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
収

支
の
均
衡
を
保
っ
て
い
ま
す
。

歳歳

出出

　

歳
出
は
、
病
院
な
ど
に
支
払

う
医
療
費
や
高
額
療
養
費
、
出

産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど

の
保
険
給
付
費
が　

億
５
千
３

３４

６
９
万
円
、
老
人
保
健
医
療
制

度
を
運
営
す
る
た
め
に　

億
２

１２

千
３
９
１
万
円
、
介
護
保
険
を

運
営
す
る
た
め
に
３
億
４
千
２

３
５
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と　

億
１

５０

千
９
９
５
万
円
と
な
り
、
歳
出

全
体
の　

・
４
％
を
占
め
る
こ

９６

と
に
な
り
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
��
		

��
��
��
��
��
��
��
��

　

グ
ラ
フ
２
は
、
年
度
ご
と
の

加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

と
国
民
健
康
保
険
税
を
一
般
・

退
職
・
老
人
保
健
医
療
別
に
比

較
し
た
も
の
で
す
。

　

病
院
な
ど
へ
支
払
っ
た
額
は
、

各
制
度
合
算
の
平
均
で
、　

年
１５

度
は　

万
９
千
３
８
９
円
、　

２４

１６

年
度
は　

万
３
千
１
１
５
円
で

２５

３
千
７
２
６
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を

み
る
と
、
老
人
保
健
分
は
１
・

１
％
の
減
少
、
退
職
分
は
４
・

９
％
の
増
加
、
一
般
分
は
４
・

８
％
の
増
加
と
な
り
、
全
体
で

は
１
・
５
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
　

年
度
の
保
険
税
収
納
率
は
、

１６

現
年
分
で　

・
４
％
と
東
京　

９２

２６

市
中
で
第
２
位
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
約
１
億
３
千
万
円
の
未

納
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
税
に
対
す
る
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、

も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

万
一
滞
納
が
続
く
と
、
本
来
の

保
険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

「
短
期
保
険
証
」
や
病
院
で
医

療
費
の
全
額
を
負
担
す
る
「
資

格
証
明
書
」
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

実
施
し
て
い
ま
す
か

実
施
し
て
い
ま
す
か

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

運
動
＝
足
や
首
の
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
、
血
行
促
進
体
操
は

新
陳
代
謝
を
高
め
、
冷
え
を

防
ぎ
ま
す
。

③
温
か
い
飲
み
物
、
食
べ
物

で
心
と
体
を
温
め
る
＝
発
酵

食
品
で
あ
る
紅
茶
は
体
内
で

熱
を
作
っ
て
く
れ
る
の
で
温

ま
り
ま
す
。

④
ひ
ざ
掛
け
や
座
ぶ
と
ん
な

ど
「
ウ
ォ
ー
ム
小
物
」
を
活

用
＝
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
で

利
用
す
る
ひ
ざ
掛
け
な
ど
、

男
性
が
使
い
や
す
い
ひ
ざ
掛

け
も
あ
り
ま
す
。

⑤
体
感
温
度
は
湿
度
で
も
変

わ
る
＝
湿
度
を　

％
上
げ
れ

１５

ば
室
温
を
１
℃
下
げ
て
も
体

感
温
度
は
変
わ
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
乾
燥
し
が

ち
な
冬
に
は
植
物
や
加
湿
器

を
置
く
な
ど
し
て
保
湿
し
ま

し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環

境
保
全
係

▽
適
用
期
間　

４
月
１
日
〜　
２１

年
３
月　

日
３１

▽
主
な
納
入
品
目　

肉
・
魚
類
、

野
菜
・
果
物
類
、
調
味
料
、
乾

物
、
缶
詰
類
他

▽
提
出
書
類　

申
請
書
、
登
記

簿
謄
本
、
印
鑑
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、
財
務
諸
表
・
食
品
衛

生
監
視
票
・
営
業
許
可
書
の
写

し
な
ど

▽
登
録
期
間　

１
月　

日（
月
）

２３

〜
２
月　

日（
金
）

１０

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
時
間　

８
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
・
１
時
〜
４
時

・

・

年
度

　

・　

・　

年
度

１８１８

１９１９

２０２０

��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��
��

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

学
校

給
食
共
同
調
理
場
第
一
調
理
場

�　

・
８
９
０
４
番

３７７
就
学
・
入
学
通
知
書
を
送
り
ま
す

　

４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
（　

年
４
月
２
日
〜　

年

11

12

４
月
１
日
生
ま
れ
）
と
中
学
校

へ
入
学
す
る
生
徒
（
５
年
４
月

２
日
〜
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
皆
さ
ん
に
、
就
学
・
入
学
通

知
書
を
１
月
下
旬
ま
で
に
送
付

し
ま
す
。
通
知
書
が
２
月
上
旬

ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
連
絡

小
・
中
学
校

小
・
中
学
校

新
１
年
生
の
皆
さ
ん
へ

新
１
年
生
の
皆
さ
ん
へ

し
て
く
だ
さ
い
。

※
外
国
籍
の
方
で
、
市
立
小
学

校
ま
た
は
中
学
校
（
学
校
教
育

法
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校

の
課
程
を
修
了
ま
た
は
終
了
見

込
み
の
方
）
へ
入
学
を
希
望
す

る
方
は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
入
学
前
の
学
校
説
明
会

　

４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、
学

校
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
学
校
名
・
期
日
等　

下
表
の

と
お
り

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

◆
共
通
事
項

▽
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

学
務
係

��

�
�
�
�

����

国国
民民
健健
康康
保保
険険
事事
業業
会会
計計
のの
決決
算算
状状
況況

��
��
��
��

��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��



１８・１・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１番

　

市
内
の
障
害
者
関
係
施
設
利

用
者
や
小
・
中
学
校
の
障
害
児

学
級
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
す
。
演
奏
な
ど

を
通
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た

表
情
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
期
日　

２
月
３
日（
金
）

▽
時
間　
　

時
〜
１
時　

分

１０

３０

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
出
演　

稲
城
第
三
小
学
校
い

▽
コ
ー
ス
・
期
日
な
ど　

下
表

▽
期
日　

１
月　

日（
水
）、
２

１８

月
１
日（
水
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分（
相
談
は
１
時
間
ま
で
）

▽
会
場　

市
役
所
２
階
相
談
室

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
�

０
４
２
６
・　

・
９
４
５
１
番
）

４５

で
「
稲
城
ま
ち
な
か
」と
告
げ
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
三
弁
護

士
会
多
摩
支
部　

�
０
４
２
６

・　

・
４
５
４
０
番

４５

▽
職
種　

①
嘱
託
職
員
（
公
園

管
理
・
事
務
）　

②
臨
時
職
員

（
受
付
・
事
務
）

▽
対
象　
　

歳
位
ま
で

６０

▽
募
集
人
員　

各
若
干
名

▽
選
考
方
法　

①
＝
論
文
・
面

接　

②
＝
書
類
・
面
接

▽
採
用　

４
月
１
日
〜

※
採
用
試
験
実
施
要
綱
は
財
団

で
配
布
し
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

１
月　

日
２４

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������

だ
よ
り�

商  

工  

会�

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

申し込み・問い合わせ
�３７８・８４２６番

▲昨年のステージから

�
�
�
�
�

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
ジ２０

０
６

職
員
募
集

ま
ち
な
か
無
料
法
律
相
談

　

４
月
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
に
入

所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
帰

宅
し
て
も
、
保
護
者
の
就
労
や

病
気
な
ど
で
適
切
な
監
護
を
受

け
ら
れ
な
い
家
庭
の
小
学
１
〜

３
年
生
の
児
童
に
、
適
切
な
遊

び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
健

全
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

※
現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
も

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
育
成
料　

５
千
円（
月
額
）

※
減
額
、
免
除
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▽
申
込
期
間　

１
月　

日（
水
）

１１

〜　

日（
火
）５
時

３１
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
申
し
込
み
方
法　

子
育
て
支

援
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
学
童
ク

ラ
ブ
で
配
布
す
る
申
請
書
と
在

夜間臨時申し込み

会　　場期　　日

中央文化センター

午後６時
～８時

１月１７日（火）

第二文化センター１月１８日（水）

第三文化センター１月１９日（木）

第四文化センター１月２４日（火）

城山文化センター１月２５日（水）

学童クラブ所在地
所　在　地ク ラ ブ 名

第二文化センター内
（矢野口１７８０）第一学童クラブ

第一小学校内
（東長沼９５６）第一学童クラブ分室

第一児童館内
（東長沼２１１６－１）第二学童クラブ

第二小学校内
（坂浜５９０）第二学童クラブ分室

城山小学校内
（向陽台６－１７）

第二学童クラブ
城山分室

第四文化センター内
（東長沼２７１）第四学童クラブ

第四小学校内
（押立１２５０）第四学童クラブ分室

平尾小学校敷地内
（平尾３－１－３）平尾学童クラブ

向陽台小学校敷地内
（向陽台３－２）向陽台学童クラブ

長峰小学校敷地内
（長峰２－８）長峰学童クラブ

若葉台小学校敷地内
（若葉台４－５）若葉台学童クラブ

職
証
明
書
を
、
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
臨
時
申
し
込
み
受
付
を

左
上
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

※
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
入

所
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
決
定
通
知　

３
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

　

市
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
４

月
１
日
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
運
営
す
る
事

業
者
を
公
募
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
で
、
包
括
的
支
援
事

業
や
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

な
ど
を
中
立
・
公
正
な
立
場
で

適
正
に
履
行
で
き
、
高
齢
者
福

祉
活
動
に
経
験
豊
富
で
地
域
包

括
ケ
ア
に
熱
意
を
有
す
る
こ
と

▽
募
集
期
間　

１
月　

日（
月
）

１６

〜
２
月
６
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

※
募
集
要
項
は
高
齢
障
害
介
護

課
で
配
布
し
ま
す
。

��������

����������

������������
１月１月３１３１日まで日まで

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

運運
営営
事事
業業
者者

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

障
害
介
護
課
介
護
保
険
係
・
支

援
セ
ン
タ
ー
係

　

多
摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
（
稲
城
市
、
調
布
市
、
日
野

市
、
狛
江
市
、
多
摩
市
）で
は
、

利
用
者
を
訪
問
し
、
必
要
な
手

続
き
な
ど
を
支
援
す
る
地
域
支

援
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種　

地
域
支
援
員（
嘱
託
）

▽
募
集
人
員　

２
人

▽
採
用　

４
月
以
降

▽
応
募
方
法　

高
齢
障
害
介
護

課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

２
月
６
日
必
着

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

多
摩

南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
�
０

４
２
４
・　

・
５
８
０
２
番

９８

多多
摩摩
南南
部部
成成
年年
後後
見見
セセ
ンン
タタ
ーー

��
��
��
��
��
��
��

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
お
お
む
ね　

歳
以

４０

上　

歳
未
満
の
方　

②
市
税
な

６０
ど
に
未
納
が
な
く
、
心
身
と
も

募
集
募
集�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

に
健
康
な
方　

③
収
納
業
務
に

意
欲
が
あ
り
、
誠
実
に
勤
務
で

き
る
方

▽
内
容　

国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
訪
問
に
よ
る
徴
収
業
務
他

▽
勤
務
日
数
・
時
間　

１
カ
月

　

日
程
度
・
８
時
〜
午
後
９
時

１８の
う
ち
１
日
８
時
間
以
内
で
週

　

時
間
未
満

３０▽
時
給　
　

円（
歩
合
給
あ
り
）

８５０

▽
選
考
方
法　

書
類
・
面
接

▽
採
用　

４
月
以
降

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

１
月　

日
必
着

３１

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

税
務

課
収
納
係

▽
職
種　

歯
科
衛
生
士

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
対
象　

歯
科
衛
生
士
の
資
格

が
あ
る
方

▽
勤
務
内
容　

各
種
健
康
診
査
、

相
談
、
教
育
な
ど

▽
賃
金　

市
規
定
に
よ
る

▽
採
用　

４
月
以
降

※
勤
務
日
は
応
相
談

▽
選
考
方
法　

面
接

募
集����

��
��
��
��
��
��
		




▽
応
募
方
法　

１
月　

日
ま
で

２７

に
、
履
歴
書
と
資
格
の
免
許
証

・
登
録
証
の
写
し
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

保
健

セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城
市

206

0804

百
村　

の
1　

�　

・
３
４
２

112

378

１
番

の
と
お
り

▽
費
用　

各
５
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

▽
定
員　

各　

人
２０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
申
し
込
み
方
法　

１
月　

日
２３

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・

氏
名

    

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

フ
リ
ガ
ナ

号
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み　

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
係

〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼
２
１

２０６

０８０２

１
２
の
１

シルバー
人材

センター
申し込み・問い合わせ
� ３７７・２２１２番

　

歌
や
舞
踊
な
ど
、
趣
味
や
特

技
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６５

上
の
方

▽
期
日　

３
月
８
日（
水
）

�
�
�
�
�

 

い
き
い
き
芸
能
大
会

　

車
い
す
の
方
や
歩
行
困
難
な

方
が
乗
車
で
き
る
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ブ
の
運
転
協
力
員
を
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
下
の
健
康
な

７０

方
で
、
運
転
免
許
証
が
あ
る
方

�
�

 
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
転
協
力
員

な
ほ
学
級
、
稲
城
第
一
中
学
校

五
組
、
平
尾
小
学
校
な
か
よ
し

学
級
、
友
遊
ク
ラ
ブ
、
梨
の
実

福
祉
作
業
所
、
稲
城
リ
ボ
ン
の

会
、
通
所
訓
練
室
、ゆ
う
工
房
、

ゆ
う
芳
の
里
、喫
茶
陽
だ
ま
り
、

エ
イ
ト
ピ
ア
工
房

▽
時
間　
　

時　

分
〜
３
時　

１０

３０

３０

分▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

６０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
３１

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

�

　

・
３
８
０
０
番

３７８▽
期
日　

１
月　

日（
月
）

２３

▽
時
間　

２
時
〜
３
時　

分
３０

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
一
時
保
育
あ
り

�
�
�
�
�
�
�

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー　

�
・
�　

・
５
５
５

３７８

１
番

▽
費
用　

無
料

▽
期
日　

２
月　

日（
日
）

１９

�
�
�
�
� 

青
年
部　

周
年
事
業

１０

パソコン講習会
時　間期　日コース

１０時
～４時４５分２月４日（土）・５日（日）①オンラインソフト活用

９時３０分
～１２時３０分２月７日（火）～１０日（金）②ワードステップアップ１

１時～４時２月７日（火）～１０日（金）③デジカメ写真活用
９時３０分
～１２時３０分２月１４日（火）～１７日（金）④ホームページ作成

１時～４時２月１４日（火）～１７日（金）⑤ワードステップアップ２
１０時
～４時４５分２月１８日（土）・１９日（日）⑥エクセルステップアップ１

▽
時
間　

８
時
〜
正
午

▽
会
場　

稲
城
中
央
公
園

親
子
で
熱
気
球
に
乗
ろ
う
！

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者（
二
人
一
組
）

▽
定
員　
　

組（
抽
選
）

６０

▽
費
用　

１
千
円（
当
日
徴
収
）

▽
申
し
込
み
方
法　

１
月　

日
３１

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み　

商
工
会
青
年
部

〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼
２
１

２０６

０８０２

１
２
の
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
募
集
数　
　

区
画

３０

▽
費
用　
　

円
３００

▽
申
し
込
み
方
法　

１
月　

日
３１

ま
で
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

税
理
士
無
料
申
告
相
談

　

東
京
税
理
士
会
日
野
支
部
で

は
、
医
療
費
控
除
な
ど
で
還
付

申
告
す
る
方
や
年
金
収
入
の
方
、

給
与
所
得
者
の
所
得
税
、
小
規

模
事
業
者
の
所
得
税
・
消
費
税

の
無
料
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
の
提
出
可

※
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・

株
式
な
ど
の
売
買
）
や
内
容
が

複
雑
な
方
を
除
く
。

▽
期
日
・
会
場　

①
２
月
６
日

（
月
）、
７
日（
火
）・
第
三
文
化

セ
ン
タ
ー　

②
２
月
８
日（
水
）

〜　

日（
金
）・
地
域
振
興
プ
ラ

１０
ザ▽

時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
・
１
時
〜
４
時　

※
混
雑
し
て
い
る
場
合
、
早
め

に
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

源
泉
徴
収
票
、
領

収
書
、
筆
記
用
具
、
電
卓
、
印

鑑
な
ど

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

確
定
申
告
期
間
中
（
２
月　
１６

日
〜
３
月　

日
）
、
税
務
署
は

１５

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
確
定
申

告
書
は
「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考
に

自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
は
、
申
告
期

間
前
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す

▽
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o.jp
/

◆
共
通
事
項

▽
申
告
・
問
い
合
わ
せ　

日
野

税
務
署
�　

・　

・
５
６
６
１

０４２

５８５

番



１８・１・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（６）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

▽
対
象　

市
内
在
住
の
女
性
で
、

昭
和　

年
以
前
の
奇
数
年
に
生

３９

ま
れ
た
方

▽
会
場
・
期
日　

保
健
セ
ン
タ

ー（
検
診
車
）・
２
月　

日（
金
）

２４

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

６０

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
で
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
必
着

２７

※
２
月　

日
ま
で
に
結
果
を
通

１０

知
し
ま
す
。

▽
期
日　

１
月　

日（
月
）

２３

▽
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１１

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

＋休日急病診療所 松本医院（東長沼）９時～５時　�３７７－６０２７日１／○１５ 
離乳食調理講習会（１７年８月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１６

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１７

１歳６カ月児健康診査（１６年６月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水１８

３歳児健康診査（１４年１２月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１９

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金２０

土２１

＋休日急病診療所 あべ内科クリニック（東長沼）９時～５時　�３７９－４８７０日○２２ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２３

４カ月児健康診査（１７年９月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２４

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水２５

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２６

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２７

休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、税務課、保険年金課、収納担当
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター

土２８

＋休日急病診療所 東長沼クリニック（東長沼）９時～５時　�３７９－４８５１日○２９ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月３０

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火３１

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水２／１

※（予約必要）の相談は、前日の午前８時３０分から予約を受け付けます。経済課消
費生活係の相談　�３７８－２２８６番

　

病
気
を
診
断
す
る
た
め
に

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
超
音
波

検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
の
画

像
検
査
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
画
像
検
査

の
一
つ
に
、
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
と
い
う
放
射
性
同
位

元
素
を
用
い
た
検
査
が
あ
り
、

一
般
的
に
は
ア
ー
ル
ア
イ（
Ｒ

Ｉ
）
検
査
と
か
核
医
学
検
査

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
Ｒ
Ｉ
検
査
の
臨
床

応
用
を
説
明
す
る
前
に
、
Ｒ

Ｉ
検
査
の
原
理
を
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。
た
と
え
話
と
し

て
「
ね
ず
み
の
巣
」
を
見
つ

け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
地

下
に
あ
る
巣
に
い
る
ネ
ズ
ミ

を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
ネ
ズ
ミ
に
発
信
機

を
つ
け
れ
ば
、
外
か
ら
探
知

機
で
巣
が
あ
る
場
所
を
特
定

で
き
ま
す
。
実
際
の
臨
床
で

使
わ
れ
る
薬
に
ガ
リ
ウ
ム
と

い
う
Ｒ
Ｉ
が
あ
り
ま
す
が
、

注
射
で
体
内
に
投
与
す
る
と

血
液
に
の
っ
て
悪
性
リ
ン
パ

腫
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
の
細
胞

内
に
集
ま
る
物
質
で
、
放
っ

て
お
く
と
勝
手
に
放
射
線
を

出
す
性
質
が
あ
る
た
め
、
そ

の
放
射
線
を
検
出
す
る
探
知

機
が
あ
れ
ば
、
ガ
リ
ウ
ム
が

体
内
で
ど
こ
に
集
ま
る
か
を

外
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
訳
で
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
悪
性
腫
瘍

の
診
断
だ
け
で
な
く
、
脳
・

心
臓
・
肝
臓
・
腎
臓
・
骨
な

ど
、
数
多
く
の
病
気
を
診
断

し
た
り
、
重
症
度
を
診
断
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

Ｒ
Ｉ
検
査
は　

年
以
上
も

２０

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達

や
検
査
薬
剤
の
開
発
と
と
も

に
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
脳
の
領
域
で
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
早
期
診
断
、

心
臓
の
領
域
で
は
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
事
故
の
発
生
予
測
、

が
ん
の
領
域
で
は
早
期
発
見

や
治
療
効
果
判
定
な
ど
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
Ｒ
Ｉ
検
査
は
数
多
く

行
わ
れ
て
お
り
、
安
全
性
も

保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
Ｒ
Ｉ
で
用
い
る
検
査
薬

剤
は
Ｃ
Ｔ
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
で
用
い
ら
れ
る
造
影
剤
と

は
異
な
る
の
で
、
副
作
用
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｒ

Ｉ
検
査
の
多
く
は
数　

の
検

cc

査
薬
剤
を
静
脈
注
射
す
る
だ

け
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会

　
　

中
原
理
記
・
渡
辺
太
郎
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２第２部No.２７２

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
ヒ
ト
の
体
に
侵
入
し
や

く
な
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
２
・
３
日
程
度
の
潜

伏
期
間
を
経
て
、
高
熱
な
ど
の

全
身
症
状
が
現
れ
、
そ
の
後
、

鼻
水
や
の
ど
の
炎
症
な
ど
の
症

状
が
出
ま
す
。
症
状
が
現
れ
た

と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機

関
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策

①
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、手
洗
い
・

う
が
い
を
す
る
。

②
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
。

③
室
内
を
適
度
に
加
湿
し
、
換

気
を
す
る
。

④
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
、

睡
眠
と
休
養
を
取
る
。

⑤
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

食
事
を
と
り
、
適
切
な
水
分
を

補
給
す
る
。

⑥
必
要
な
時
以
外
は
、
人
込
み

へ
の
外
出
を
控
え
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気

で
、
通
常
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
な

ど
同
種
の
間
で
感
染
す
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
の
突
然
変
異
で
、
こ
れ
ま
で

ヒ
ト
に
感
染
し
な
か
っ
た
も
の

が
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
感
染

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
変
異
し
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
い
い
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ

る
病
気
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
い
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は

　

現
状
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
出
現
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
出
現
し
た
場
合
も
通
常
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
、

感
染
防
御
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
情
報
は

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g
o.jp

）

や
東
京
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp

://w
w
w
.m
etro.tok

y
o.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日（
日
）

２９

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

愛
犬
の
予
防
医
学
、

愛
犬
の
し
つ
け
教
室

▽
講
師　

東
京
都
獣
医
師
会
南

多
摩
支
部
獣
医
師
、
オ
ー
ル
ド

ッ
グ
セ
ン
タ
ー
訓
練
士

▽
費
用　

無
料

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
に
は
犬
を
連
れ
て
来
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
後
援　

稲
城
市
、
東
京
都
動

物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

▽
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

東
京

都
獣
医
師
会
南
多
摩
支
部　

�

　

・
７
７
９
０
番

３７７

▽
期
日　

２
月　

日（
月
）

２０

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
Ｘ
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４５

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

e

‐tok
y
o.lg
.jp

）で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
必
着

２３

▼

は
が
き
記
入
例
（
裏
面
）

「乳がん検診希望」

１．住所

２．氏名

３．生年月日（年齢）

４．電話番号

５．前回検診年月日

　  （分かる範囲で）

フリガナ

「胃がん検診受診希望」
１．期日　２月２０日
２．会場　第四文化セン
　  ター
３．住所
４．氏名
５．生年月日（年齢）
６．電話番号
７．前回検診年月日
※初めての方は「初診」
　と書いてください。

フリガナ

▼

は
が
き
記
入
例
（
裏
面
）

　

大
人
に
な
る
前
に
必
ず
通
る

思
春
期
。
そ
の
時
期
に
発
症
す

る
「
思
春
期
の
う
つ
病
」
を
中

心
に
、
「
子
ど
も
の
う
つ
病
」

に
つ
い
て
早
期
発
見
・
治
療
・

接
し
方
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

話
し
ま
す
。

▽
期
日　

２
月
４
日（
土
）

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

予
防
か
ら

予
防
か
ら

�
�
�

�
�
�

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

猪
子
香
代
氏
（
児
童

精
神
科
医
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
あ
り

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

「
思
春
期
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つ
病
」

「
思
春
期
の
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つ
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「
子
ど
も
の
う
つ
病
」

「
子
ど
も
の
う
つ
病
」
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胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
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愛
犬
と

愛
犬
と
も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
楽
し
く

暮
ら
す
た
め
に

暮
ら
す
た
め
に

地
域
出
張

地
域
出
張
健
康
相
談

健
康
相
談


